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研究要旨 

小児がん診療の重要課題である長期フォローアップ体制として必要な情報を整理
し、患者本人と共有して利用できる方法が必要である。そこで毎年継続更新する小児
慢性特定疾患医療意見書に注目した。平成 27 年度に現状の度小慢意見書を検討した
ところ、治療終了後 5 年経過した患者の意見書では継続申請の根拠となる診療情報
の収集が不足していること、その原因は意見書の項目立てが長期フォローアップには
不足していることが明らかであった。そこで今年度 28 年度は小慢意見書に具体的な
項目立て、例えば晩期合併症を意識した身体状態項目、放射線照射部位を示した治療
内容記載、計画的フォローアップレベルの選択肢など、医療意見書改定書式案を提案
した。 

 
 
Ａ．研究目的 
  小児がん診療の重要課題である長期フォ
ローアップ F/U 体制構築の一環として、実
臨床の中で医師の負担少なく、長期 F/U に
必要な情報を整理し、情報を必要に応じて
医師も患者も利用できる方策の開発を目指
す。 
 
Ｂ．研究方法 
 1.平成 27 年度（現状分析）：急性白血病
に対する小児慢性特定疾患意見書（小慢継
続申請）の記載状況を調査し、診療状況に関
する現状を明らかにする。（報告済み） 
 2.平成 28 年度（改革提案）：小慢継続申
請意見書の書式改定に合わせ、長期 F/U に
必要性な身体情報、治療情報、F/U 頻度など
の情報を盛り込んだ書式の提案。 
 3.研究協力者：この研究課題達成のため
に、以下の 4 名の協力を得た。国立国際医
療センター小児科七野浩之先生、聖路加国
際病院小児科長谷川大輔先生、日本大学小
児科谷ヶ崎博先生。 
    （倫理面への配慮） 
本研究は机上探索研究であり、患者情報

は取り扱わず、患者診療に介入することも
ないため、特段の倫理面への配慮は不要と

判断した。 
Ｃ．研究結果 
 1.平成 24 年に小慢継続申請をした急性
リンパ性白血病は 3,197 例、治療後経過観
察期間が 5 年以上経過している症例は 469
症例（29.3%）あるが、24年までの意見書書
式では晩期合併症などの診療情報の記載は
不十分で、5年以後の治療必要性、晩期合併
症に対する定期的検査の必要性についての
情報は現状の書式では得られていなかった。
（平成 27年度研究報告済み） 
 2.小慢継続申請書改定書式の提案 
小慢意見書は大分類疾患毎に書式を用意し、
以下の記載項目を盛り込む。 
a. 臨床所見「現在の状態」欄：長期 F/U を
意識した身体異常・合併症の記載をチェ
ックボックスを用いて記入する。 

b. 経過欄：化学療法・同種造血幹細胞治療
の有無をチェック。放射線治療にかんし
て照射部位をチェックボックスを用いて
記入。 

c. 今後の治療方針欄：治療終了者に対する
計画的 F/U レベルを 5段階で記載。 

以上を盛り込んだ書式案を別に示す。 
 
Ｄ．考察 
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 小児慢性特定疾患治療研究事業平成 26
年の改正により、悪性新生物罹患患者は「積
極的治療終了 5 年」以降も診療必要性によ
り医療助成申請が可能となり、小慢医療助
成を利用した小児がん長期 F/U 診療を実行
できる道が開かれた。しかし、平成 27 年度
研究で行った平成 24 年小慢登録データ調
査で治療終了後長期経過症例の意見書の内
容から、医療必要性に関する情報は得られ
なかった。 
 本分担研究者は、長期 F/U 診療の質向上
を目指すと共に、必要なデータは医師の負
担無く整理蓄積されて日常の診療記録にな
り、必要時に患者や医師が利用できる方策
が必要と考えている。特別なシステムや体
制作りは安定性と継続性に問題がある。そ
こで平成 26 年の小慢改正を受けて、毎年更
新する小慢医療助成医療意見書を利用する
事を提案してきた。この医療意見書に継続
診療を必要とする根拠情報として、晩期合
併症を意識した具体的身体所見情報、治療
内容の情報とくに放射線療法の照射部位情
報、計画的 F/U レベルを記載する事で、随
時利用可能な情報が日常臨床の中で患者と
情報共有しながら自然に整理出来る。その
結果 F/U 診療の質が向上し、小慢の継続申
請を通して医師、患者双方を啓発し、質の高
い長期健康管理を促す事が可能になると考
えた。 
 
Ｅ．結論 
 長期フォローアップに必要性な情報を記
載する、小慢医療助成継続申請意見書の書
式改定を提案した。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 本研究に関して、該当する情報なし。 
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